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No. 500 京 大広報

『京大広報』 500号に寄せて

総長井村裕夫

『京大広報』は，昭和44年（1969) 5月に創刊され，原則として月 2回刊行されてこの度500号を数え

ることになりました。この！日jr京大広報』は，大学の動きを全構成員に伝える重要な・h'i報のメディアと

して，大きい役割を果たして参りました。また「随担」や「洛書」などのコラム欄も充実し，者実に愛

読者を増やしてきました。

今日のように巨大化した大学にあっては，構成員の間のコミュニケーションをはかることが大変大き

な課題となります。このことは社会も大学も大きい変革の時期を迎えている現在，とくに屯裂であると

考えられます。しかしいくつもの部局に分かれ， しかも学生から教職員まで世代も大学：における役訓も

異なる構成員の間で，十分なコミュニケーションをはかることは大変難しいことと行わねばなりませ

ん。その中にあって 『京大広報』は全学的なレベルでの様々な情報を正確に伝達するメディアとして，

極めて夜裂な位l官を占めて参りました。今後コンピュータを使った新しいメディアも発展していくこと

と考えられますが， しかし人類が何千年にもわたって親しんできた活’下による情報伝達には捨て錐い味

があり， 『京大広報』の重要性は決して変わることがないと思われます。

500サを迎え r京大広報』の刊行形式が若干変更になります。大学：改革の時代にあって，より多くの

委員会などの’｜宵報を伝えられるよう紙面の工夫がなされる予定であります。そしてより若い世代の方々

の寄稿も~やして行きたいと考えています。

録後に r京大広報』の刊行に御努力を頂いた歴代広報委口の方々 事務局広報調査課の皆さんに深謝

するとともに， 500号を迎えて『京大広報』が一層親しみのある広報誌になることを祈っています。

ま久広 f~ 

守、久h:＊良
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＜紹介＞

原子炉実験所・原子炉安全管理研究部門

石1JF 究 分 野

1）研究炉管理

2）核物質管理

3） 放射性廃棄物管理

4）放射線管理

5） 同位体製造管理

原子炉実験所は昭和38年4月に設置

され，その名のとおり研究用の原子炉

(KUR）を主たる研究施設とし， 6研

究部門 （原子炉，原子炉設備，ホット

ラボラ設備，計測装置，廃棄物処理設

備，放射線管理）より構成されてい

た。当時は，原子炉の運転安全管理業

務と研究炉を利用しての研究活動とが

分化してなく，これらの研究部門は両

面を担っていた。その後，学術の進展

にともない，研究的色彩の濃い，例え

ば級生物学，低速中性子物理学，放射

線化学等の研究部門が順次増設され，

平成6年度時点においては， 16研究部

門と 2附属施設になっていた。先年

来，高中性子束炉建設計画撤回を機

に，原チ炉実験所の在り方が見直さ

れ，その結果として，研究炉運転に関

する安全性と信頼性の一層の向上を図

り，新しい｜時代に求められる研究炉を

利用したより高度な研究に取り組むた

めの改組が平成 7年4月に実施され

同君炉問｜

た。

原子炉安全管理研究部門は，この改

組によって再編成された部門であって， 5研究分

野（研究炉管理，核物質管理，放射性廃棄物管

理，放射線管理，同位体製造管理）からなり，教

授5名，助教授8名，助手12名の定員を擁するい

わゆる大部門である。

広く人間社会が，原子力エネルギーを利用し，

原子核科学を実際的に役立たせるには，これらに

伴う安全性の確保は必須である。その安全性に関

する研究は，自然科学の分野に限らず，人文科学

や社会科学までに関わり，学際的に進められ，ま

た，原子力発電技術等の実際的課題に関連をもた

せながら進められることになろう。原子炉安全管

理研究部門が大部門とはいっても，原子炉の安全

に閲する全ての分野の研究に取り組むわけではな

い。ただ，この部門は，当実験所の伎術室と協力

して， KURの安全確保と円滑な運転に関し，直

Aむd話再ι’ぺ:r＇－注＇！＇：！－fl＇毛針

｜放射性廃棄物管理｜

KURの安全・円滑な運転を支援する 5研究分野

接的な責任をもっている。KURは原子力発電炉

に比べれば相当に小規模で、はあるが，類似の点は

多い。従って，取り組むべき課題は原子炉の安全

管理に閲してあまねく拡がり，個々の研究も要素

還元的なものに限らず，システム工学的な観点か

ら取り組むことが必要となる。

以下に，現在のスタッフが取り組んでいる研究

課題を紹介する。

研究炉管理研究分野では，研究炉の長寿命化に

関する技術的諸問題 （例えば防食技術），原子核

工学の基礎的な研究として中性子反応断面積のil!IJ

定，原子炉の地震問題等に関する研究に取り組ん

でいる。反応断面積の測定では，ネプツニウムや

アメリシウムを取りあげて，発電炉で生じる半減

期の長い放射性核種の消滅処理の研究を行ってい

る。地震問題では，先年来地震観il!IJシステムを備
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的に実施するための方法

論の開発研究を進めてい

る。

研究炉（KUR，後方）と臨界集合体（KUCA，手前）

放射線管理研究分野

は，放射性物質の原子炉

施設内外における挙動と

環境や人体への影響の評

価に関する研究，放射能

測定技術の開発研究， ト

リチウムなどの放射性物

質の体内での動態の研究

などの放射線管理上の主

要な研究課題に取り組ん

でいる。さらには，大気

気象学の基礎研究に取り

組み，その成果は，原子

力施設に関する環境保全

え，中小地震の観測lから大地震時の強振動を合成

する方法を開発した。

核物質管理研究分野は，先述の改組において重

点の置かれた一分野であって，核分裂や臨界安全

などの原子核工学における基礎研究とともに，核

燃料の輸送 ・貯蔵，安全保障措置，防護システ

ム，国際情勢の調査・分析等に取り組んで、おり，

これらは全て KURや KUCA（臨界集合体）燃料

の入手・加工 ・使用・使用済み燃料の搬出等に欠

かすことの出来ない取り組

みである。

放射性廃棄物管理研究分

野は，原子力施設から放出

される放射能の低減をめざ

し，放射性廃液の処理に関

する工学的諸問題に取り組

んでいる。その成果は，

KURの運転および実験所

での研究活動から生じる廃

液の処理において，環境へ

の放出を最小限に抑えるこ

とに生かされている。同分

野では，他に，環境中，特

に土壌中における放射性物

質の挙動に関する研究や放

射性廃棄物管理をより合理

に限らず，広く地球環境の保全に寄与している。

同位体製造管理研究分野は， KURによる照射

設備およびホットラボラトリー設備の安全管理と

利用の高度化の役割を受け持っており，来所する

KURの共同利用者の多くと直接に接触している。

この分野には化学系の者が多く，中性子放射化分

析を主とした分析化学，および絞反応の化学効果

や同位体効果などを扱ういわば綴稜レベルの化学

に取り組んでいる。

KURの炉心
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研究組織移行図

研究部門等

（改組前）

原子炉

原子炉設備

計測装置

廃棄物処理設備

放射線管

原子炉熱特性管理

原子炉核特性

｜核生物学

｜原子炉制欄

原子炉物理学

研究大部門等・研究分野
（改組後）

該エネルギー基礎

穣変換システム

事軍隊熱輸送

材粍照射効果

量子~~ームシステム

（客員？

パックエンド工学

放射能環境動態

核ブロセス化学

低速中性子物理学

｜放射線化学｜

｜原 子炉化学｜

原子炉化学工学

｜臨界集合特験装置｜

｜原子炉応用センター｜

原子炉医療基礎
研究施設

］ 
医務室

。。

r---・E・
泌用原子接季I・ 学

核放J射線計測

原子俵物性

粒子 J線物性

放磐t藤生命7科学 戸

殺さチ韓生物学

河 E主体利痔

放射殺弘学物陰瑚

原子炉応用センター

原子炉応用

'li'l-=f-'JP医聾基礎研究施設 ｜
主主手線 ．燈喜善学 ｜ 

（原子炉実験所）
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＜資料＞

平成 7年度教育実習実施状況

教育実習は教育職員免許状の取得を希望する者にと っては必ず修得しなければならない単位であ

り，教育職員免許法に基づき教育実習にかかわる事前および事後指導の 1単位を含め3単位修得しなけ

ればならないものである。

本学では，事前指導として，例年， 5月中旬にまず教育実習オリエンテーションを 2日間実施し，教

育実習一般，民族教育， ｜磁害者教育，同和教育について講義を行い，さらに各教科別に具体的な事前指

導を実施している。

附属学校をもたない本学としては，教育実習は原則として履修希望者の出身学校 （高等学校，中学校

のいずれでも可）の協力を得て実施している。出身学校で内諾を得られない場合は京都市立学校におい

て実施されている。実習期間は5月中旬から11月中旬までの聞の2週間である。

事後指導は， 全体の教育実習が終了後，各教科別に行われる。

単位の認定については，教育実習校から報告される教育実習成績報告票および実習生が提出する教育

実習ノートと事前および事後指導の評価を勘案して教育学部において行われる。

履修状況は，昭和63年12月の教育職員免許法の改正による必要修得単位数の増加ならびに新規教育職

員の採用数減等の影響により昭和50-60年代に比して減少傾向にあったが ここ数年は履修者数がやや

増加し， 200名を若干上回る数を保っている。

なお，平成7年度の教育実習は， 38都道府県の国公私立高等学校124校，中学校18校，養護学校 3校

の協力を得て実施された。

1.学部別の履修状況

ヰ： 部 ra町 究 科
区 分 言十

文 教 j去 経 理 医 薬 工 ；，，乏" 人間・環境

参 6b3〔）3人〕 61（~ 人 (1）人 総
人 (1）人 (3）人 (5）人 人 (23）人

力日 申 込 者 8 7 。 8 16 31 。208〔5〕
取 り止め た 者

(1) (1) 
4 6 

実 習 終 了 者
60rn 

(1) (1) (3) (5) 
202 t2~j 8 6 。8 16 31 。

（注）枠内の〔 〕は科目等履修生，（） は大学院生数でいずれも内数。

2.実習を行った学校

学 部 研 町7C 科
区 分 計

文 教 法 経 理 医 薬 工 t是 人附・環境

京都市 立 中・高校 1人 人 人 人 人 人 l人 人 1人 人 3 人

京都市 立 養護 学 校 3 3 

取り止めた者 。
京都市立学校実習終了者 1 3 1 1 6 

出身中・高校等 59 27 8 7 48 7 16 30 202 

取り止めた者 1 4 6 

出身中・高校等実習終了者 59 26 8 6 44 7 16 30 196 
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3.教科別，校種別実施状況

学 部 研 究 科

区 分 計
文 教 法 経 理 医 薬 工 I~ 人間・環境

国 1中 学 校｜ 1人 1人 人 人 人 人 人 人 人 人 2 人

一一一一一一一一一＋ーーーー一一一一←ー一一一ーーー←ーー一一ー＿，ドーーーーーーーー＋一一一－・一一一一→ー一一ーー・一ーーーーーー→ーーーーーー一－・・一一ーーーーーーーー→一一一一務｜高等学校 I13 I 11 25 

失｜中学校 2 3 

一一一一一一一一一一一ー話｜高等学校 I12 6 19 

十j会｜中学校 2 4 

公民｜高等学校 I 5 8 2 16 

地庭｜高等学校 I26 3 30 

: ~－：－－－己－－：＋－－ －－－！－－－－－~－－＋－ ----+ －－＋－－；~ －－＋－ －－－＋－－＋－－ ！－－－－－~－－＋－－；： －－＋－－－－ －－＋－－－－~－：－－－ 
数 ｜中学校 3 2 5 

一一一一一一一一一ーー一一一」ー一一一←ーーーーーー←一一一→一一ー一一十一一ーーー＋一一一一一ー・一一一→ーーーーーー←ーーーーーー→一一一一一一一ー学｜高等学校 13 10 25 

保健日一一一一三一一一町 一一一一l一一一」一一一－－L---L L一一一↓ _J L---___ J _ 1 －－－－－~－ _ 
体育｜高等学校

中学校I 3 4 4 1 2 5 19 

高等学校 I57 I 22 8 6 I 40 7 I 14 I 26 180 

~護学校 3 

ノ、
『1 計 I60 I 29 8 6 I 44 8 I 16 I 31 

3 

202 

E亙
寺本 英名誉教授

本学名誉教長寺本英先

生は， 2月7日逝去された。享

年70。

先生は， nPitnzz年京都帝国大
学理学部物理学科を卒業，同大

学理学部助手，講師，助教授を

経て，同40年11月本学理学部教疑に就任，物理学

科極低温物理学講座を担任された。その後， H自和

44年同学部に新設された生物物理学科の原形質物

性学講座，ついで理論生物物理学講座を担当，同

（教職教育委員会）

63年3月停年により退官され，京都大学名誉教授

の称号を受けられた。このtllj，京都大学評議員，

理学部長等を歴任，京都大学の管理運営に貢献さ

れた。

本学退官後は，平成元年4月から龍谷大学理工

学部教授，同7年4月から兵庫大学経済情報学部

教授として私学教育の発展に尽力された。

先生は，物理学から生物学まで幅広い領域にわ

たって活躍され，特に世界に先駆けて行われた高

分子の排除体積効果の理論的研究は，国際的にも

大きな評価を得ている。統計物理学の分野では，

生体高分子の物性や化学反応の理論を精密、化され

た。また数理生物学の分野では先駆者として特に

生態系の構造と安定性に関する数々の独創的理論

-1130一



No. 500 京 大広報

を樹Ji.し，極の存続や滅亡に関する法則性を明ら

かにされた。

また，先生は日本生物物理学会会長，日本生態

学会近畿支部長等の要職を歴任されると共に，日

本学術会議生態 ・環境・ 生物学研究述絡委員とし

＜コラム＞

て我が国のこの分野の研究の発展に大きく貢献さ

れた。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（理学研究科）

ぞ
θ
一

一治一
令国の留学生セ

ンターに先駅け

て，ぶ都大学にfil

学生センターが発

足して早いもので5年半になる。振り返って回

顧にふけるほど長い年月ではないにしろ， 自立創

J~J をその仕事に携わった人間にとっては，現在

も，恐らく将米も幾分かの感慨をもって詩られ

るに十分の時間であったといえる。

思えばこの6年間は，例えていうなら令くモ

デルのないところにデザイン阿を摘き．そのデ

ザインを形あるものに造

り上げ，そこに息を吹き

込む作業を幾たびも繰り

返す，文字通り試行鈴誤

たつもりである。

その時いつも思いの中心をなしていたものは

何であったか。それは，留学生センターは今何

を求められているかではなく （勿論その点は大

学組織の一口として存在する限り無悦できない

ことではあるが），ねたちは一体全体これから

何をしようとしているのか，つまり他ならぬ京

都大学の留学生センターは今後どの方向に向け

て舵を取っていくべきなのかという恨本的な問

いかけであったように思う。

ぶめられていることをこなしていくだけなら

受け身の姿勢を上手にと

るだけで事足りる。しか

し事この点に関しては自

分たちの行く先を手を

留学生センターの行方

の連続であった。

留学生センターは設立

後日が浅いうえに，仕事

自体も外から凡ていてあ

まり目立たない地味なものである。その証拠

に， l削妾留学生を受け入れていない教行諸氏か

ら，そういう機関は大阪外大にあるのではない

かという質問をつい最近までしばしば受けてき

たほどである。しかし事実はそうではなし、。年

を追う毎に噌えて行く留学生の教育と指導に明

け暮れ，少ないスタッフで，ともすれば日常の

尋1~；ならぬ多忙さに限界を感じながらも，骨格

となるべきセンター創設の理念は何だったかと

いうことを事あるごとにもう一度立ち止まって

は思い返し，そこでまた少しばかりやる気を取

り戻す。そのようにしてまがりなりに進んで米

取って導いてくれる先達

は誰ひとりとしておら

ず，ひたすら手探りで万

111］を模索してきた6年間

であったように思う。そしてその終えは今のと

升〈
ノF木 真理千

ころまだ出ていない。

米年度， Jえが留学生センターでは現在の4人

のスタッフに加え 3人の新しいスタッフを迎え

ることが決まった。現在は未知数の力である

が，これらのスタッフとの出会いが留学生セン

ターの新しい万向を生み出す原動力となり，国

際化という当節のはやりことばをはずした時に

も十分通用するような，このセンターでしかで

きない主体的な研究や教育となって結実するこ

とを願って止まない。

（もり まりこ 留学生センタ一助教授）
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附属図書館利用証の変更・交換について ； 

； 問問書館では平成8年3月の入館機吏新に伴い，すべての附館利用証をバーコード併記式 ； 
； に変更いたします。カード表面』こバーコードの記載のない利用証をお持ちで 平成8年度以降も ； 
； 在籍される方は下記により新利用証と交換して下さい。
； なお，平成7年4月以降に交付された利用証の表而には，既にバーコードが入っていますので ； 
~ 交換の必要はありません。 ； 
~ バーコードの利用証による入館は4月から実施され旧カードは 3月末で利用できなくなりま ； 
； す。 ；

； 交換期間 ：3月23白出までの月曜日一土削 ； 
！ 午前9時より午後5時まで (1E［し上限日は午前附から）

広大J1¥ No. 500 

交換手続きは早め入館機仁－~J.のため 3 月 25 日 （月）より｜除I時休館しますので＼

にお済ませください。

交換場所 ：附属問、作館正面玄関内

交換の対象者は全c~I＼局の学生 ・ 院生（現在 1 回生及び今春卒業・修 f予定者を｜桧く） 。

教職員の新利用証については，所属Jf＼同で交換 ・配布しているところもありますので，詳しく

までお問し、合わせくださし、。は附属同書館資料運用掛（内線26 3 2) 

変更後の利用証（例）現行の利用証

図書館利用 証

~ 5"印の方同に入れてください．

一一一一一－ 835000001 I・E・－圃可

京都大学図書館利用証

.... 畏印町方向に入れてください．

ーマ一一835000001--
京都大学
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太郎京大氏名
太郎京大氏名

（附属関書館）
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京都大学創立百周年記 念

「新学歌」募集

現代の京都大学学歌は昭和問に制定され ~t厳な落着いた雰聞気をもっ学歌として，永年に ！ 
わたり斉唱されてきましたが，このたび創立百周年（平成9年）を記念して，新学歌を公募する k 

ことになりました。 t 
多数ご応募ください。

募 集内容： 創立百周年を記念し，明るくて歌いやすい，新しい感覚の新学歌を制定するた

め，その歌詞と出を募集します。

応募方法： 応募形態は歌詞のみ，歌詞と旋律，歌詞と旋律とその伴奏いずれも可とします。

①歌詞は 2節または 3節とします。

A4半ljの用紙を用い，1枚につき 1点とします。

②歌詞の裏面に簡単な説明と住所 ・氏名 ・電話番号・性別 ・年齢を明記してくだ ＋ 

さし、。

ただし，審査の｜襟には性別・ 年齢等をふせて行います。
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③i狛は84宇ljまたはA3半lj程度の五線紙を使用してください。

④楽譜はメロディーのみ，コード付き，

には歌詞をつけてください。

⑤応募点数の制限はありません。

応募 資格： 著作の使用に制約のない人とします。

伴奏譜付きなど自由とします。音符の下

選 考： 応募のあった作品は 選考委員会で審査し，最優秀作品に選考された作品を新学 ！ 
歌に採用する予定ですが，必要に応じて補作する場合もあります。 ！ 

グループ ・共作でも結構です。

応募の条件： ①自作 ・未発表のものに限ります。

②応募作品はお返ししません。

③新学歌に採用された作品の著作権は，京都大学に帰属します。

応募締切 ：平成8年7月31日 （水）

当日消印有効
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選考結果の発表は平成8年10月頃を予定しています。

そ の他： 妓優秀作品応募者には，歌詞のみの場合は賞状並びに賞金20万円，歌詞と旋律の

場合は賞状並びに白－金30万円を財同法人京都大学後援会から贈呈します。

なお，披優秀作品の該当作がない場合は佳作数点に記念品を贈呈します。

自宅先：~ ： 鰍課「学歌係」へ持参又は送付してください。
〒606-01京都市左京区青田本町

京都大学庶務部庶務課「学歌係」

ft (075）ー753-2028
創立百周年限念シンボルマーヲ

Lx－一一一町一一一一一一一一一一一一，v，，ー一一一一一一仲
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お 実日 ら せ

『京大広報』は，次号 （4月1日号 No.501）から月 1回の発行となり，紙面はA4半ljとなり

ます。

これを機会に，更に内容の充実を図っていきたいと考えています。

広報委員会では，今後も読者のご意見を紙面にとりいれながら工夫していきたいと考えてい

ます。

なお，その一環として今後は r京大広報』に掲載する写真 ・挿絵等を学内教職員 ・学生の方

から募集していきます。皆様のご協力をお願いします。

〈写真 ・挿絵等の応募要領〉

1 内 容 ：京都大学に関するものなら内容は特に問し、ません。例えば観iJ[lj所や演習林などの

各施設の四季の風景写兵等なんでも結構です。

2 形式：特に問いません。

3 説明文 ：簡単な説明文をつけてください。

4.採否：採斉は広報委員会にご一任願います。

5.締切 ：特に期日は設けません。

6. 送り先：京都大学庶務部広報調査課気付

京都大学広報委員会

品
同
一

1135一

（京都大学広報委員会）
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